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【要  旨】  
外来収縮期血圧の変動は，脳血管疾患の強い予測因子となっていることが知ら
れている。しかし，虚血性心疾患を有する患者の外来収縮期血圧変動が予後に
与える影響に関しては，十分に検討されていない。本研究の目的は、虚血性心
疾患を有する高血圧症患者において、外来収縮期血圧の変動が予後に与える影
響を明らかにすることである。                                       
対象は、 HIJ-CREATE 試験に登録された 2049 人のうち、診察時血圧データを有
する 1734 人である。外来での血圧変動の順に 4 分位 (Q1～ Q4)に分け，それぞれ
の患者背景、主要心血管イベント (MACE)発生率の比較検討を行った。過去の報
告では、大きな外来収縮期血圧変動は虚血性心疾患の独立したリスク因子とな
ることが報告されている。しかし、今回の我々の検討では外来収縮期血圧変動
と心血管イベントには相関関係は認められず，平均収縮期血圧のみが独立した
リスク因子となることが明らかとなった。過去の報告結果と異なる理由に関し
ては，今回の対象患者が虚血性心疾患の二次予防患者を対象としており、より
動脈硬化リスクの高い患者であることが挙げられた。動脈硬化が進行した患者
群においては、血圧変動の持つ意義は異なる可能性が示唆された。  
